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　あっというまに新年度です．年を取ると時の経つのが早くなる，と言われますが，確かにな
ぜか毎年早くなっているように感じます．
　今月の特集は，理学療法と下肢装具です．吉尾論文では，神経ネットワークの障害として脳
卒中の病態を理解し運動療法戦略を立てることの重要性を示し，脳卒中治療に装具を利用する
基本的考え方を解説していただきました．大畑論文は，私たちが治療用下肢装具で最も悩む２
つの点，①　長下肢装具か短下肢装具か，②　長下肢装具をいつ，どうカットダウンするか，につ
いて論理的かつ臨場感のある解説をいただきました．昆論文では，足と下腿周りの機能に短下
肢装具構造がどう関連するかを解説していただきました．義肢装具士からの「装具は特効薬で
はない」との鋭い指摘および装具の専門家からのメッセージと解説は必読です．そして鈴木論
文では，歩行以外の日常生活で下肢装具を用いる意義と注意点・配慮を解説いただきました．
ここまで理解し，装具を利用したいものです．座談会は短い時間ではありましたが，装具を利
用した理学療法の進め方，装具を用いない判断や運動課題の工夫など，脳卒中の装具療法の現
状，そして考えるべきことを 3名の方々にお話しいただきました．
　本号の入門講座のテーマは住宅改修です．はじめてではない理学療法士にとっても大変参考
になる内容です．バリアフリーと安全性にばかり目がいきがちな住宅環境が，その人のすみか
であり人生の入れ物である，は重い指摘です．そして講座は，日々の臨床行動こそが倫理的
チェックポイントの山なのだ，と気づかされ，自身の臨床行為を振り返る内容です．
　「理学療法」には，さまざまな視野や活動があり，変化し続けていることがよくわかります．
これにどう応えてゆくのか，理学療法士は問われています．これからも学び続けたいものです．
　本特集は下肢装具がキーワードですが，病態理解と考察・判断が基盤となることは，他の疾
患も同様です．本号に掲載されたすべての論文を貫く哲学をお楽しみいただき，リハビリテー
ション専門職として理学療法の魅力を再認識し，新年度の動機付けや興味の広がりに役立てて
いただければ幸いです．
� （永冨史子）
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